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作り方

材 料（4人分）

❶大根、人参はいちょう切り、里芋は1㎝厚さの輪切り、ゴボウは

斜め切りにし2～3分水にさらす。

❷しめじは小房に分け、鶏むね肉はそぎ切りにする。

❸さやいんげんは茹でて3㎝に切る。

❹❶の根菜をサラダ油でいためAを入れて煮立ったら❷を加え

てあくを取り、Bを入れて1５分ぐらい煮る。❸を加えてひと煮

する。

作り方作り方

材 料（4人分）

❶切り干し大根はたっぷりの水で戻し、水気を
きっておく。

❷人参、しいたけは千切り、ちくわは斜め薄切り、
小松菜は3㎝に切る。

❸フライパンにサラダ油を熱し、❶、❷を入れて炒
める。

❹牛乳、だしの素、しょうゆ、塩を加え水分がなく
なるまで煮詰める。

◎根菜に鶏肉を加えて旨味を出

し、カレー粉で味にメリハリが

つき、スパイスを上手に使って

塩分を控えましょう。むね肉は

ヘルシーでおいしいですよ。

◎切り干し大根はカルシウムが

豊富な食材です。牛乳で煮る

ことでまろやかな味になりま

す。常備菜として買い置きして

おきましょう。

・・・・・・・・・・・・・・・・150ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・70ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・80ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・60ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・60ｇ
・・・・・・・・・・・・100ｇ
・・・・・・・・・・・大さじ1

大根
人参
里芋
ゴボウ
しめじ
鶏むね肉
サラダ油

・・・・・・・・・40ｇ
　

・・・・・・・・・・・400ｍｌ
・・・1/2個

　
・・・・・・小さじ2
・・・小さじ4

・・・・・・・・・・小さじ1/3

さやいんげん
　
　　水
　　コンソメ（固形）
　
　　カレー粉
　　トマトケチャップ
　　塩

・・・40g

・・・・・・・・・20g

・・・・・・2個

・・・・・・・・2本

・・・・・・・30g

切り干し大根

人参

しいたけ

ちくわ

小松菜

・・・小さじ1

・・・・・・2カップ

・・・小さじ1

・・・小さじ２

・・・・・・・・・・・少々

サラダ油

牛乳

だしの素

しょうゆ

塩

監修

A

B

集落ぐる
みで

特集

対策
編集発行／島根県農業共済組合

発　　行／令和2年 1月（No.9）

http://www.nosai-shimane.jp/

mail:shimane@nosai-shimane.jp

お問い合わせ・ご相談は

最寄りの各支所・事務所まで

お気軽にご連絡ください。

根
菜
の

カ
レ
ー
煮

切
り
干
し
大
根
の
ミ
ル
ク
煮

島根県食生活改善推進協議会
会長　宮本 美保子さん
　健康づくりのアドバイザーとし
て、バランス食の普及や企業を
訪問しての食育教室を通じて食
から人を元気にする活動を行
う。また、郷土料理スペシャリス
トの資格を持ち食文化の継承と
地産地消にも取り組んでいる。

　今回は 根菜の簡単メ

ニューを紹介します。

　根菜は秋から冬にかけて

おいしくなっていく野菜です。

　ビタミンｃ、カリウム、

食物繊維などの栄養素が

多く含まれており体を温め

てくれますので、風邪予防

にも繋がります。

　しっかり食べて寒い冬を

元気で乗り切りましょう！！

うれし
い

もう一
品！

元気の源は食生活から

野菜たぷりっ
やさい

塩ちぴりっょ
しお

Vol.3
お手軽 時短レシピ2 0 2 0 . 1 月

No.9

新春号

女性ハンター
森脇　香奈江さん　（松江市）
狩猟とイノシシ肉の加工を通じて獣害対策に
取り組む。

（関連記事：5ページ）



え
る
組
合
運
営
を
行
っ
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国

に
対
し
て
も
制
度
の
更
な
る
充
実
に
向
け
て
、
中
国
５
県
の

N
O
S
A
I
組
合
及
び
全
国
農
業
共
済
協
会
等
と
共
に
要
望
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
農
家
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
の
事
業
推
進
の
主
眼
と
し
て
、
実
施
２
年
目
と
な
る
収

入
保
険
制
度
に
つ
い
て
引
き
続
き
関
係
団
体
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
制
度
普
及
と
加
入
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害

に
強
い
施
設
園
芸
づ
く
り
に
向
け
て
農
家
や
生
産
部
会
等
へ
園
芸

施
設
共
済
の
普
及
推
進
、
ま
た
任
意
加
入
と
な
っ
た
水
稲
共
済
に

つ
い
て
、
戸
別
訪
問
等
に
よ
り
加
入
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
国
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、災
害
対
応
に
は
「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」
の
三
助
を
高
め
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
常
に
心
に
銘
じ
て
、
役
職
員
一
同
が
心
を
引
き
締
め
て

努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
２
年
の

新
年
を
ご
家
族
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
東
日
本
を
中
心
に
大
型
の
台
風
15
号
と
台
風
19
号
が

上
陸
し
、
農
作
物
へ
の
被
害
や
ハ
ウ
ス
、
畜
舎
等
の
農
業
用
施

設
の
倒
壊
が
相
次
ぎ
、
特
に
台
風
19
号
で
は
農
林
水
産
関
係
被

害
額
が
３
，０
０
０
億
円
を
超
え
る
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
農
家
の
皆
さ
ま
に
は
、
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
気
象
庁
に
よ
る
と
、
海
水
温
が
27
度
を
超
え
る
と
台
風
は
勢

力
を
強
め
な
が
ら
北
上
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
災
害
を
引

き
起
こ
す
巨
大
台
風
の
襲
来
は
今
後
も
続
く
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
N
O
S
A
I
は
昨
年
の
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
収
入
保
険
制

度
と
改
正
が
行
わ
れ
た
農
業
共
済
制
度
の
２
本
柱
で
、
災
害
が

起
き
た
際
に
被
災
農
家
を
補
償
し
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

多
発
す
る
自
然
災
害
に
N
O
S
A
I
と
し
て
対
応
し
て
い
く
責

任
の
重
大
さ
を
か
み
し
め
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応

農
家
の
期
待
に
応
え
る

　
　
　
　事
業
推
進
を
展
開

組
合
長
理
事

浅
野
　
俊
雄

2



平成 30年における島根県の農林作物被害額の割合（鳥獣別）
（島根県による調査データ）

イノシシ

87％

ニホンジカ

1％

ニホンザル

2％

鳥類

5％ その他

5％鳥
獣
被
害
の
現
状

地
域
ぐ
る
み
の

鳥
獣
対
策
の
す
す
め

　
島
根
県
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
資
料
に
よ

る
と
、
県
内
の
農
林
作
物
の
被
害
額
は
約
7
，0
0
0
万

円
で
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
全
体
の
８
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
電
気
柵
の
設
置
が
効
果
的
で

す
が
、
正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
イ
ノ
シ
シ
に
突
破

さ
れ
、
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
農
業
従
事
者
の
減

少
と
耕
作
放
棄
地
の
増
加
で
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
生
息
域

が
広
が
る
と
と
も
に
頭
数
も
増
え
続
け
て
い
て
、
個
人
対

応
で
は
追
い
付
か
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
個
人
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
集
落
な
ど
集
団
で

行
う
と
効
果
が
あ
が
り
ま
す
。
集
落
ぐ
る
み
の
対
策
を
行

う
に
は
、
情
報
の
共
有
が
必
要
で
す
。
ま
ず
、
集
落
内
の

目
撃
情
報
や
被
害
を
集
落
の
地
図
に
書
き
込
み
、
住
民
同

士
で
共
有
し
た
情
報
を
も
と
に
対
策
に
向
け
た
基
本
方
針

を
決
め
ま
す
。
入
れ
な
い
（
防
除
）、
よ
せ
な
い
（
環
境

整
備
）、
と
る
（
捕
獲
）
を
集
落
ご
と
に
計
画
実
行
し
、

対
策
後
に
は
検
証
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
対
策
を
集
落
で
考

え
、
住
人
が
自
主
的
に
実
行
す
る
こ
と
で
捕
獲
頭
数
の
増

加
、
農
村
環
境
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
サ
ル 

対
策
５
か
条

　
対
策
に
は
何
が
必
要
な
の
か
？ 

み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

集
落
内
の
収
穫
残
さ
や
不
要
果
樹
な
ど

「
エ
サ
場
」
を
な
く
す

耕
作
放
棄
地
や
藪
な
ど
の
隠
れ
場
所
を
な

く
す

囲
え
る
畑
は
ネ
ッ
ト
や
柵
で
正
し
く
囲
う

組
織
的
な
追
い
払
い
を
す
る
（
サ
ル
の

場
合
）

加
害
し
て
い
る
個
体
を
適
切
に
捕
獲
す
る

①
予
防

②
予
防

③
治
療

④
治
療

⑤
手
術

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
昨
年
度
の
農
作
物
被
害
は
、
全
国
で
被

害
額
約
１
５
８
億
円
と
依
然
と
し
て
深
刻
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
全
体

の
約
７
割
を
占
め
、
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
営
農
意
欲

の
減
退
、
耕
作
放
棄
、
離
農
の
増
加
な
ど
日
常
生
活
や
自
然

環
境
の
維
持
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
島
根
県
で
は
、
鳥
獣
被
害
を
防
ぐ
た
め
「
集
落
ぐ
る
み
」

の
鳥
獣
被
害
対
策
を
推
進
し
、
被
害
の
低
減
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
や
集
落
で
鳥
獣
対
策
を
行
う
こ

と
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

集
落
ぐ
る
み
で

鳥
獣
被害

対
策

鳥
獣
被害

対
策

［特集］
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▲

サルの囲い檻。地図情報を元に作った
データを分析して、効果的な場所に設置
する。

▲捕獲したサルにＧＰＳ発信器を取り付け、
群れの動きを把握する。

▲囲い檻の扉は、スマートフォンから
遠隔操作できる。

▲目に見えて被害が減少している。

▲（左上）ワイヤーメッシュ柵を集落の周り約５キロに設置している。

▲（左下）翌年の対策に向けて、勉強会の様子。組合員同士で効果の検証を行う。

〝
集
落
ぐ
る
み
〞で
対
策
【
実
践
事
例
】

営
農
組
合
が
一
括
管
理

イ
ノ
シ
シ
被
害
ゼ
ロ
を
実
現

飯
南
町

農
事
組
合
法
人
　長
谷
営
農
組
合

case-  1

case-  2

「
狩
猟
技
術
を
継
承
し
た
い
」

森
脇
　
香
奈
江
さ
ん（
38
）

女
性
ハ
ン
タ
ー

松
江
市

　
飯
南
町
の
長
谷
地
区
で
は
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
や
電
気
牧
柵
を
長
谷
営

農
組
合
（
三
原
重
人
組
合
長
）
が
一
括

管
理
す
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
の

低
減
に
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
専
門
家
に
よ
る
研
修
会
を
通
じ
て
、

農
家
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
電
気
牧

柵
の
高
さ
や
電
圧
を
統
一
し
、
組
合

員
同
士
で
知
識
の
共
有
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
電
気
牧
柵
は
抜
き
打
ち
検

査
を
実
施
し
、
電
圧
が
低
い
場
合
は

指
導
を
行
い
ま
す
。

　
被
害
箇
所
は
地
図
に
書
き
込
み
「
被

害
状
況
マ
ッ
プ
」
を
作
成
。
そ
の
年

の
被
害
状
況
が
一
目
で
分
か
る
マ
ッ

プ
を
、
集
会
所
な
ど
目
に
つ
く
場
所

に
張
り
出
し
情
報
共
有
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　
年
末
に
は
１
年
間
の
対
策
効
果
を

検
証
し
て
改
善
を
続
け
た
結
果
、
２

０
１
６
年
、
１
７
年
に
は
被
害
ゼ
ロ

を
達
成
し
ま
し
た
。

被
害
デ
ー
タ
を
活
用

情
報
通
信
技
術
で
サ
ル
対
策

益
田
市

地
域
自
治
組
織

「
二
条
里
づ
く
り
の
会
」

　
益
田
市
二
条
地
区
の
「
二
条
里
づ

く
り
の
会
」（
品
川
勝
典
会
長
）
で
は
、

住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
被
害
申
告
や

目
撃
情
報
を
も
と
に
地
図
ア
プ
リ
を

使
っ
た
「
二
条
地
区
鳥
獣
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
、
サ
ル
の
活
動
範
囲
を

把
握
し
て
い
ま
す
。

　
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
市
内
の
企

業
と
連
携
し
て
、
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
サ
ル
捕
獲
の
仕
組
み
（
サ
ル
の

囲
い
檻
）
の
開
発
と
捕
獲
し
た
サ
ル
に

Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
器
を
取
り
付
け
て
再
び
野

に
放
す
こ
と
で
先
回
り
し
て
駆
除
す
る

体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
範
囲
内
の
集
落
の
住
民
に
同

会
か
ら
半
径
８
０
０
ｍ
ま
で
確
認
で

き
る
無
線
の
受
信
機
を
貸
与
。
サ
ル

侵
入
の
受
信
が
あ
れ
ば
住
民
か
ら
連

絡
が
入
り
、
駆
除
班
が
現
場
で
待
ち

構
え
ま
す
。

　
住
民
の
協
力
と
最
新
技
術
の
活
用

で
サ
ル
被
害
抑
制
に
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

　「
加
工
、
販
売
す
る
う
え
で
猟
師
と
同
じ

目
線
に
立
ち
た
か
っ
た
」と
話
す
森
脇
さ
ん
。

市
内
で
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
加
工
品
を
販
売
す

る
一
方
、
罠
と
猟
銃
免
許
を
取
得
し
て
狩
猟

現
場
で
経
験
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
森
脇
さ
ん
が
狩
猟
を
始
め
た
の
は
イ
ノ
シ

シ
肉
の
活
用
を
考
え
る
中
で
、
狩
猟
技
術
を

次
世
代
に
繋
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
。
松
江

市
猟
友
会
八
雲
支
部
の
杉
原
司
朗
支
部
長

（
69
）
は
「
若
い
人
が
猟
仲
間
と
し
て
増
え

て
う
れ
し
い
」
と
歓
迎
し
ま
す
。

　「
現
場
を
経
験
し
て
知
識
を
得
て
、
イ
ノ

シ
シ
肉
の
有
効
活
用
を
提
案
し
て
い
け
れ

ば
」
と
地
域
と
共
に
活
動
を
続
け
ま
す
。

獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
方
（
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
）

集
落
で
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
モ
デ
ル
例

【
集
落
に
あ
っ
た
対
策
の
目
的
と
方
法
を
考
え
よ
う
】

個
人
が
把
握
し
た
情
報
を
も
と
に
、
集
落
内
で
情
報

共
有
。
対
策
方
針
や
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
入
れ
な
い
、
よ
せ
な
い
、
と
る
】

「
捕
獲
」
捕
獲
罠
の
設
置
、「
防
除
」
電
気
柵
の
設
置

「
環
境
整
備
」
草
刈
り
を
し
て
見
通
し
を
良
く
す
る
な
ど
。

【
被
害
が
あ
っ
た
場
所
を
確
認
し
、
原
因
を
探
り
ま
し
ょ
う
】

集
落
の
被
害
状
況
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考
に
、
被
害
が
起
き
た

原
因
を
探
り
ま
す
。

【
防
除
対
策
の
計
画
を
見
直
し
て
来
年
に
備
え
よ
う
】

実
施
し
た
対
策
の
効
果
を
検
証
し
て
改
善
点
を
整
理
。
次
年

度
に
向
け
て
話
し
合
い
ま
す
。

STEP
1

計画

STEP
2

実行

STEP
3

確認

STEP
4

改善

被害マップ・対策前被害マップ・対策後

サル

イノシシ

鳥獣被害対策﹇
特
集
﹈

集落の取り組み

鳥獣被害対策﹇
特
集
﹈

集落の取り組み
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▲

サルの囲い檻。地図情報を元に作った
データを分析して、効果的な場所に設置
する。

▲捕獲したサルにＧＰＳ発信器を取り付け、
群れの動きを把握する。

▲囲い檻の扉は、スマートフォンから
遠隔操作できる。
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▲（左下）翌年の対策に向けて、勉強会の様子。組合員同士で効果の検証を行う。

〝
集
落
ぐ
る
み
〞で
対
策
【
実
践
事
例
】

営
農
組
合
が
一
括
管
理

イ
ノ
シ
シ
被
害
ゼ
ロ
を
実
現

飯
南
町

農
事
組
合
法
人
　長
谷
営
農
組
合

case-  1

case-  2

「
狩
猟
技
術
を
継
承
し
た
い
」

森
脇
　
香
奈
江
さ
ん（
38
）

女
性
ハ
ン
タ
ー

松
江
市

　
飯
南
町
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長
谷
地
区
で
は
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
や
電
気
牧
柵
を
長
谷
営

農
組
合
（
三
原
重
人
組
合
長
）
が
一
括

管
理
す
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
の

低
減
に
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
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研
修
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を
通
じ
て
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農
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ご
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電
気
牧
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電
圧
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統
一
し
、
組
合

員
同
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で
知
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の
共
有
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
電
気
牧
柵
は
抜
き
打
ち
検
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し
、
電
圧
が
低
い
場
合
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指
導
を
行
い
ま
す
。
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箇
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は
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図
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み
「
被

害
状
況
マ
ッ
プ
」
を
作
成
。
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害
状
況
が
一
目
で
分
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る
マ
ッ

プ
を
、
集
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所
な
ど
目
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場
所
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情
報
共
有
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て
て
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ま
す
。
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末
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策
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検
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し
て
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善
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続
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結
果
、
２

０
１
６
年
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１
７
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被
害
ゼ
ロ
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達
成
し
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た
。

被
害
デ
ー
タ
を
活
用

情
報
通
信
技
術
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サ
ル
対
策

益
田
市

地
域
自
治
組
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「
二
条
里
づ
く
り
の
会
」
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田
市
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二
条
里
づ

く
り
の
会
」（
品
川
勝
典
会
長
）
で
は
、

住
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か
ら
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せ
ら
れ
た
被
害
申
告
や
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情
報
を
も
と
に
地
図
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を
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「
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条
地
区
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獣
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
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サ
ル
の
活
動
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を

把
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し
て
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ま
す
。

　
蓄
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ー
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基
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市
内
の
企
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携
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て
、
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活
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た
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捕
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（
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檻
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Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
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回
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る
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。
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落
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の
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が
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ば
住
民
か
ら
連

絡
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入
り
、
駆
除
班
が
現
場
で
待
ち
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え
ま
す
。

　
住
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の
協
力
と
最
新
技
術
の
活
用

で
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ル
被
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制
に
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果
を
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い
ま
す
。
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猟
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目
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に
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す
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。
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で
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さ
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の
加
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を
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る
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方
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と
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免
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取
得
し
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猟

現
場
で
経
験
を
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ま
す
。
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が
狩
猟
を
始
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た
の
は
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の
活
用
を
考
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る
中
で
、
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技
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を

次
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に
繋
げ
た
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と
の
思
い
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ら
。
松
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市
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会
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の
杉
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朗
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部
長

（
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は
「
若
い
人
が
猟
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間
と
し
て
増
え

て
う
れ
し
い
」
と
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迎
し
ま
す
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現
場
を
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し
て
知
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を
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て
、
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の
有
効
活
用
を
提
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し
て
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け
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ば
」
と
地
域
と
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に
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を
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け
ま
す
。

獣
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に
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集
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の
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（
P
D
C
A
サ
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）
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落
で
対
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に
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組
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た
め
の
モ
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ル
例

【
集
落
に
あ
っ
た
対
策
の
目
的
と
方
法
を
考
え
よ
う
】

個
人
が
把
握
し
た
情
報
を
も
と
に
、
集
落
内
で
情
報

共
有
。
対
策
方
針
や
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
入
れ
な
い
、
よ
せ
な
い
、
と
る
】

「
捕
獲
」
捕
獲
罠
の
設
置
、「
防
除
」
電
気
柵
の
設
置

「
環
境
整
備
」
草
刈
り
を
し
て
見
通
し
を
良
く
す
る
な
ど
。

【
被
害
が
あ
っ
た
場
所
を
確
認
し
、
原
因
を
探
り
ま
し
ょ
う
】

集
落
の
被
害
状
況
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考
に
、
被
害
が
起
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た

原
因
を
探
り
ま
す
。

【
防
除
対
策
の
計
画
を
見
直
し
て
来
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に
備
え
よ
う
】

実
施
し
た
対
策
の
効
果
を
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を
整
理
。
次
年

度
に
向
け
て
話
し
合
い
ま
す
。

STEP
1

計画

STEP
2

実行

STEP
3

確認

STEP
4

改善

被害マップ・対策前被害マップ・対策後

サル

イノシシ

鳥獣被害対策﹇
特
集
﹈

集落の取り組み

鳥獣被害対策﹇
特
集
﹈

集落の取り組み

5 4



　
作
付
ほ
場
全
体
を
基
準
と
し
て
補
償
す
る

半
相
殺
方
式
や
全
相
殺
方
式
に
は
、
一
筆
ご

と
の
大
き
な
被
害
を
補
償
す
る
仕
組
み
「
一

筆
全
損
特
例
」
と
「
一
筆
半
損
特
例
」
が
あ

り
ま
す
。
被
害
申
告
さ
れ
た
ほ
場
が
全
損

（
10
割
被
害
）
ま
た
は
半
損
（
５
割
以
上
被
害
）

と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
は
、
全
体
の
基
準
収

穫
量
の
２
割
を
超
え
な
く
て
も
共
済
金
を
お

支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
減
収
が
見
込
ま
れ
る
ほ
場
の
刈
取
り
時
期

に
合
わ
せ
て
被
害
申
告
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、

被
害
を
受
け
た
ほ
場
ご
と
に
見
込
み
収
穫
量

を
自
己
申
告
し
ま
す
。

青色申告を
している

カントリーエレベータ等の
乾燥調製施設に
全量出荷している

他の作物もあわせて
経営全体の

補償を受けたい水稲共済
全相殺方式

水稲共済
半相殺方式

収入保険

はい

START!

いいえ

水
稲
共
済
と
収
入
保
険

あ
な
た
に
最
適
な
の
は

ど
の
方
式
？

■ お問い合わせは各支所・事務所 農産課へ

今までは基準収入の9割を下回ったときに、下回った部分を
最大で 9 割補償するという内容でした。今回の新しいタイプ

は、発動基準（基準収入の 9 割を下回ったところから補償が開
始）は変えずに、補償の下限を設定することで安い掛金で加入が

できる仕組みです。最大で保険料が4割安くなります。

下限 70％を選択すると、900 万
円を下回った場合に 700 万円ま
での収入減少部分を補償します。
（700 万円を下回った部分は補
償対象外となります。)
※ 補償の下限は、「70％」「60％」「50％」
から選択することができます。

　「
正
規
の
簿
記
」
と
「
簡
易
な
方
式
」
が
あ
り

ま
す
。
正
規
の
簿
記
は
複
式
簿
記
で
、
簡
易
な

方
式
は
現
金
出
納
簿
等
を
整
備
し
て
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
最
高
で
65
万
円
の
特
別
控
除
。
損
失
額
の
繰

越
し
や
繰
戻
し
が
で
き
ま
す
。
専
従
者
の
給
与

額
を
必
要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す
。
農
業
経
営

基
盤
強
化
準
備
金
制
度
が
使
え
ま
す
。
農
業
者

年
金
の
保
険
料
補
助
（
最
高
１
万
円
／
月
）

　令
和
2
年
か
ら
青
色
申
告
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
3
月
16
日
ま
で
に「
所
得

税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」を
最
寄

り
の
税
務
署
ま
で
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
被
害
ほ
場
ご
と
に
算
定
さ
れ
る
減
収
量
の

合
計
が
、
水
稲
耕
作
ほ
場
全
体
の
基
準
収
穫

量
の
２
割
を
超
え
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。「
半
相
殺
方
式
８
割
補
償
・
一

筆
半
損
特
約
付
き
」
で
の
加
入
が
お
す
す
め

で
す
。

NOSAI

（補償限度90%で、支払率90%の場合）

保険料

下限設定なし

下限70%

積立金

7.8万円 22.5万円

4.4万円 22.5万円

収入が700万円

下限設定なし

下限70%

収入が500万円

180万円 360万円

180万円 180万円

収入が0円

810万円

180万円

この部分の補てんはありません。

青
色
申
告

を
始
め
ま
し
ょ
う
！

掛金の安いタイプが
　　できました！

保険料が安くなります！

　
農
作
物
共
済
の
一
筆
方
式
は
、
法
改
正
に
よ
り

令
和
４
年
産
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。
一
筆
方
式

の
ほ
か
に
農
家
単
位
で
収
穫
量
を
補
償
す
る
全
相

殺
方
式
や
半
相
殺
方
式
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
全
相
殺
方
式
と
半
相
殺
方
式
は
一
筆
方
式
よ
り

も
補
償
割
合
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
豪

雨
災
害
や
天
候
不
順
な
ど
耕
作
さ
れ
る
ほ
場
全
体

で
被
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
よ
り
大
き
な
補
償
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
半
相
殺
方
式
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
農
作
物
共
済
の
一
筆
方
式
は
、
法
改
正
に
よ
り

令
和
４
年
産
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。
一
筆
方
式

の
ほ
か
に
農
家
単
位
で
収
穫
量
を
補
償
す
る
全
相

殺
方
式
や
半
相
殺
方
式
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
全
相
殺
方
式
と
半
相
殺
方
式
は
一
筆
方
式
よ
り

も
補
償
割
合
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
豪

雨
災
害
や
天
候
不
順
な
ど
耕
作
さ
れ
る
ほ
場
全
体

で
被
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
よ
り
大
き
な
補
償
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
半
相
殺
方
式
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
産
か
ら
の

一
筆
方
式
廃
止
に
よ
る

方
式
変
更
に
つ
い
て

令
和
４
年
産
か
ら
の

一
筆
方
式
廃
止
に
よ
る

方
式
変
更
に
つ
い
て

半
相
殺
方
式
と
は
？

は
ん   

そ
う  

さ
い

収
入
保
険
に
加
入
す
る
に
は
、青
色
申
告
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

一
筆
だ
け
で
大
き
な
被
害
を

受
け
て
も
補
償
さ
れ
な
い
の
？

被
害
申
告
の
方
法
は
？

収入
保険

NOSAI

基準収入

保険期間
の

販売収入

補償
対象外

積立方式で補てん

保険方式で補てん

自己責任部分

50%

60%

70%

80%

90%

100%

収
入
減
少

支払率（90%を上限）

青
色
申
告
っ
て
何
？ 

メ
リ
ッ
ト
も
た
く
さ
ん
！

基準収入

1,000万円
の

場合

下限設定
をすると、

保険金等の比較保険期間
の収入が…

〈〈 

お
早
め
に
！ 

〉〉

農作物
共　済
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作
付
ほ
場
全
体
を
基
準
と
し
て
補
償
す
る

半
相
殺
方
式
や
全
相
殺
方
式
に
は
、
一
筆
ご

と
の
大
き
な
被
害
を
補
償
す
る
仕
組
み
「
一

筆
全
損
特
例
」
と
「
一
筆
半
損
特
例
」
が
あ

り
ま
す
。
被
害
申
告
さ
れ
た
ほ
場
が
全
損

（
10
割
被
害
）
ま
た
は
半
損
（
５
割
以
上
被
害
）

と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
は
、
全
体
の
基
準
収

穫
量
の
２
割
を
超
え
な
く
て
も
共
済
金
を
お

支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
減
収
が
見
込
ま
れ
る
ほ
場
の
刈
取
り
時
期

に
合
わ
せ
て
被
害
申
告
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、

被
害
を
受
け
た
ほ
場
ご
と
に
見
込
み
収
穫
量

を
自
己
申
告
し
ま
す
。

青色申告を
している
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水稲共済
半相殺方式

収入保険

はい

START!

いいえ

水
稲
共
済
と
収
入
保
険

あ
な
た
に
最
適
な
の
は

ど
の
方
式
？

■ お問い合わせは各支所・事務所 農産課へ

今までは基準収入の9割を下回ったときに、下回った部分を
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始）は変えずに、補償の下限を設定することで安い掛金で加入が

できる仕組みです。最大で保険料が4割安くなります。

下限 70％を選択すると、900 万
円を下回った場合に 700 万円ま
での収入減少部分を補償します。
（700 万円を下回った部分は補
償対象外となります。)
※ 補償の下限は、「70％」「60％」「50％」
から選択することができます。

　「
正
規
の
簿
記
」
と
「
簡
易
な
方
式
」
が
あ
り

ま
す
。
正
規
の
簿
記
は
複
式
簿
記
で
、
簡
易
な

方
式
は
現
金
出
納
簿
等
を
整
備
し
て
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
最
高
で
65
万
円
の
特
別
控
除
。
損
失
額
の
繰

越
し
や
繰
戻
し
が
で
き
ま
す
。
専
従
者
の
給
与

額
を
必
要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す
。
農
業
経
営

基
盤
強
化
準
備
金
制
度
が
使
え
ま
す
。
農
業
者

年
金
の
保
険
料
補
助
（
最
高
１
万
円
／
月
）

　令
和
2
年
か
ら
青
色
申
告
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
3
月
16
日
ま
で
に「
所
得

税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」を
最
寄

り
の
税
務
署
ま
で
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
被
害
ほ
場
ご
と
に
算
定
さ
れ
る
減
収
量
の

合
計
が
、
水
稲
耕
作
ほ
場
全
体
の
基
準
収
穫

量
の
２
割
を
超
え
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。「
半
相
殺
方
式
８
割
補
償
・
一

筆
半
損
特
約
付
き
」
で
の
加
入
が
お
す
す
め

で
す
。

NOSAI

（補償限度90%で、支払率90%の場合）
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と
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り
ま
す
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一
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方
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の
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に
農
家
単
位
で
収
穫
量
を
補
償
す
る
全
相

殺
方
式
や
半
相
殺
方
式
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
全
相
殺
方
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と
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相
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式
は
一
筆
方
式
よ
り
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で
、
豪

雨
災
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れ
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全
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に
、
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。
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。
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。
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だ
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で
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な
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を
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は
？
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斜材でＸ型に補強
（上から1/4の高さが効果高い）

f ／1 4

タイバーの取り付け
（下から1/4の高さが効果高い）

f ／1 4

出雲市消防本部　矢野和彦予防課長

大雪で潰れたハウス（平成30年2月撮影）

　
家
族
を
火
災
の
被
害
か
ら
守
る
強
い
味
方
が
火
災
警
報
器

で
す
。
火
災
警
報
器
は
、
煙
を
感
知
し
警
報
音
を
鳴
ら
す
こ

と
で
火
災
の
早
期
発
見
を
促
し
ま
す
。
設
置
し
て
い
る
か
ど

う
か
で
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
や
火
災
拡
大
リ
ス

ク
を
大
幅
に
減
少
で
き
ま
す
。
今
回
は
出
雲
市
消
防
本
部
の

矢
野
和
彦
予
防
課
長
に
、
機
器
の
設
置
と
初
期
消
火
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。

　
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
13
年

が
経
過
し
ま
す
。
電
池
交
換
の
目
安
は
約
10
年
。
せ
っ
か
く
設

置
し
て
い
て
も
、
電
池
切
れ
で
鳴
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
１
年
に
１
回
は
機
器
の
点
検
を
行
い
、
万
が
一
の
火
災

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
警
報
音
に
気
づ
き
初
期
消
火
を
す
る
こ
と
で
、
被
害
の
拡
大

を
防
げ
ま
す
。
初
期
消
火
が
で
き
る
判
断
基
準
は
火
の
大
き
さ

で
す
。
火
が
天
井
ま
で
達
す
る
ま
で
は
消
火
器
に
よ
る
消
火
も

可
能
で
す
が
、
そ
れ
以
上
な
ら
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

消
火
活
動
で
は
、
自
分
の
身
を
第
一
に
考
え
た
行
動
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
火
災
の
際
は
、
す
ぐ
に
消
防
署
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
通

報
内
容
は
場
所
、
世
帯
主
名
、
何
が
ど
の
程
度
燃
え
て
い
る
か

を
伝
え
る
こ
と
で
そ
の
後
の
消
火
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま

す
。
場
所
の
特
定
が
難
し
い
場
合
も
、
目
印
と
な
る
建
物
と
そ

こ
か
ら
の
方
角
を
通
報
す
る
だ
け
で
消
火
活
動
の
手
助
け
と
な

り
ま
す
。
人
間
の
心
理
で
「
人
が
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
通
報

を
た
め
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
異
常
を
見
つ
け
た
ら
早
期

の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
冬
の
時
期
は
、
暖
房
の
使
用
な
ど
で
火
災
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
、
た
と
え
自
分
が
用
心
し
て
い
て

も
、
類
焼
な
ど
で
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
火
災
共
済
は
、
大
切
な
資
産

を
し
っ
か
り
守
り
ま
す
。
評
価
額
い
っ
ぱ
い
の
加

入
が
お
す
す
め
で
す
。

●ボタンを押す、又はひも
を引いて作動確認します。

●それでも鳴らない場合は
「電池切れ」か「機器本体
の故障」ですので、取扱
説明書をご覧ください。

●定期的に作動確認をしま
しょう。定期的に家族で
火災時の警報音を聞いて
みましょう。

●電池がきちんとセットされ
ているかご確認ください。

◎
降
雪
時
に
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
気
温

が
外
気
温
よ
り
高
く
な
る
よ
う
に

し
て
、
雪
が
滑
落
し
や
す
い
よ
う

に
し
ま
す
。

　（
側
面
ビ
ニ
ー
ル
を
下
ろ
す
、
加

温
設
備
の
活
用
、
二
重
被
覆
は
開

放
し
屋
根
面
を
温
め
る
な
ど
）

◎
雪
の
落
下
の
妨
げ
に
な
る
も
の
が

な
い
か
点
検
し
ま
す
。

　（
被
覆
材
の
た
る
み
、
破
れ
や
付

着
物
・
防
風
ネ
ッ
ト
な
ど
の
確
認
）

◎
側
面
ビ
ニ
ー
ル
は
下
ろ
し
て
、
隙
間
風
が
入
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

◎
ビ
ニ
ー
ル
の
破
れ
や
剥
が
れ
な
ど
が
な
い
か
点
検
し
、
補
修

を
行
い
ま
す
。

◎
バ
ン
ド
・
パ
ッ
カ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
な
ど
の
押
さ
え
材
や
ア

ン
カ
ー
に
緩
み
・
切
れ
が
な
い
か
点
検
し
ま
す
。

強
風
・
積
雪
対
策
と
し
て
、

パ
イ
プ
の
補
強
が
お
す
す
め

で
す
。

◎

　

型
タ
イ
バ
ー
補
強

　
天
井
部
分
に
タ
イ
バ
ー
を

接
合
し
強
度
ア
ッ
プ
。
　

◎
斜
材
Ｘ
型
補
強

　
斜
材
で
Ｘ
型
に
補
強
し
、

強
度
ア
ッ
プ
。

　　
こ
の
他
に
も
、
妻
面
や
側

面
な
ど
へ
パ
イ
プ
・
引
っ
張

り
資
材
追
加
な
ど
、
破
損
し

や
す
い
箇
所
の
補
強
を
重
点

的
に
行
い
、
ハ
ウ
ス
全
体
の

強
靭
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ほ
場
が
水
に
浸
か
る
と
基
礎

部
分
が
抜
け
や
す
く
な
る
の

で
、
周
辺
の
排
水
対
策
を

行
っ
た
り
、
設
置
場
所
の
風

向
き
な
ど
を
考
慮
す
る
と
更

に
効
果
的
で
す
。

　
強
風
や
積
雪
中
の
作
業
は
大
変
危
険
な
の
で
、

身
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
早
め
の
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

①
手
頃
な
掛
金

　
一
般
ま
た
は
木
造
住
宅
に
１
，０
０
０
万
円
の
補

償
を
付
け
た
場
合
、
掛
金
は
８
，４
０
０
円
と
負
担

は
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

②
古
い
住
宅
も
新
品
価
格
ま
で
補
償

　
時
価
額
で
な
く
、
住
宅
を
再
建
す
る
の
に
必
要

な
価
額
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

③
支
払
い
が
早
い

　
火
災
が
起
こ
れ
ば
、
早
期
に
共
済
金
を
お
支
払

い
し
ま
す
。

音が鳴らない場合は？

ピーピ
ーピー

  火事で
す！

園芸施設共済へご加入のみなさまへ
事故発生時や被覆計画の変更等が生じる場合は、すぐにNOSAIへ連絡をお願いします。

情報収集
□ 最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックしていますか。
融雪準備
□ 暖房機の動作確認は完了していますか。
□ 燃油残量は十分にありますか。
補強対策・雪の滑落促進
□ 留め具などに緩みがありませんか。
□ 基礎部分や接続部分などに腐食やサビがありませんか。
□ 谷樋や排水路などのゴミや残雪は除去してありますか。
□ 被覆材表面に雪の滑落を妨げるようなものはありませんか。

降雪前のチェックリスト
チェックリストを参考に、損害防止に努めましょう。

点
検
は
確
実
に

無
理
せ
ず
逃
げ
る

消
防
へ
の
通
報

定期的に作動確認し、
音を聞きましょう！

積
雪
へ
の
対
策

ハ
ウ
ス
の
補
強

強
風
へ
の
対
策

火
災
警
報
器

点
検
で
き
て
い
ま
す
か

冬
将
軍
へ
の
備
え
〜
強
風・積
雪
対
策
編
〜

火
災
共
済

火
災
共
済
の
特
徴

園芸施設
共　済

建物共済

　
本
格
的
な
冬
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
強
風
や
積
雪
の

備
え
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
の
点
検
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。
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f ／1 4

タイバーの取り付け
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f ／1 4
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今
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の
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に
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機
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の
設
置
と
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期
消
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に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。

　
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
13
年

が
経
過
し
ま
す
。
電
池
交
換
の
目
安
は
約
10
年
。
せ
っ
か
く
設

置
し
て
い
て
も
、
電
池
切
れ
で
鳴
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
１
年
に
１
回
は
機
器
の
点
検
を
行
い
、
万
が
一
の
火
災

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
警
報
音
に
気
づ
き
初
期
消
火
を
す
る
こ
と
で
、
被
害
の
拡
大

を
防
げ
ま
す
。
初
期
消
火
が
で
き
る
判
断
基
準
は
火
の
大
き
さ

で
す
。
火
が
天
井
ま
で
達
す
る
ま
で
は
消
火
器
に
よ
る
消
火
も

可
能
で
す
が
、
そ
れ
以
上
な
ら
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

消
火
活
動
で
は
、
自
分
の
身
を
第
一
に
考
え
た
行
動
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
火
災
の
際
は
、
す
ぐ
に
消
防
署
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
通

報
内
容
は
場
所
、
世
帯
主
名
、
何
が
ど
の
程
度
燃
え
て
い
る
か

を
伝
え
る
こ
と
で
そ
の
後
の
消
火
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま

す
。
場
所
の
特
定
が
難
し
い
場
合
も
、
目
印
と
な
る
建
物
と
そ

こ
か
ら
の
方
角
を
通
報
す
る
だ
け
で
消
火
活
動
の
手
助
け
と
な

り
ま
す
。
人
間
の
心
理
で
「
人
が
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
通
報

を
た
め
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
異
常
を
見
つ
け
た
ら
早
期

の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
冬
の
時
期
は
、
暖
房
の
使
用
な
ど
で
火
災
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
、
た
と
え
自
分
が
用
心
し
て
い
て

も
、
類
焼
な
ど
で
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
火
災
共
済
は
、
大
切
な
資
産

を
し
っ
か
り
守
り
ま
す
。
評
価
額
い
っ
ぱ
い
の
加

入
が
お
す
す
め
で
す
。

●ボタンを押す、又はひも
を引いて作動確認します。

●それでも鳴らない場合は
「電池切れ」か「機器本体
の故障」ですので、取扱
説明書をご覧ください。

●定期的に作動確認をしま
しょう。定期的に家族で
火災時の警報音を聞いて
みましょう。

●電池がきちんとセットされ
ているかご確認ください。

◎
降
雪
時
に
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
気
温

が
外
気
温
よ
り
高
く
な
る
よ
う
に

し
て
、
雪
が
滑
落
し
や
す
い
よ
う

に
し
ま
す
。

　（
側
面
ビ
ニ
ー
ル
を
下
ろ
す
、
加

温
設
備
の
活
用
、
二
重
被
覆
は
開

放
し
屋
根
面
を
温
め
る
な
ど
）

◎
雪
の
落
下
の
妨
げ
に
な
る
も
の
が

な
い
か
点
検
し
ま
す
。

　（
被
覆
材
の
た
る
み
、
破
れ
や
付

着
物
・
防
風
ネ
ッ
ト
な
ど
の
確
認
）

◎
側
面
ビ
ニ
ー
ル
は
下
ろ
し
て
、
隙
間
風
が
入
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

◎
ビ
ニ
ー
ル
の
破
れ
や
剥
が
れ
な
ど
が
な
い
か
点
検
し
、
補
修

を
行
い
ま
す
。

◎
バ
ン
ド
・
パ
ッ
カ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
な
ど
の
押
さ
え
材
や
ア

ン
カ
ー
に
緩
み
・
切
れ
が
な
い
か
点
検
し
ま
す
。

強
風
・
積
雪
対
策
と
し
て
、

パ
イ
プ
の
補
強
が
お
す
す
め

で
す
。

◎

　

型
タ
イ
バ
ー
補
強

　
天
井
部
分
に
タ
イ
バ
ー
を

接
合
し
強
度
ア
ッ
プ
。
　

◎
斜
材
Ｘ
型
補
強

　
斜
材
で
Ｘ
型
に
補
強
し
、

強
度
ア
ッ
プ
。

　　
こ
の
他
に
も
、
妻
面
や
側

面
な
ど
へ
パ
イ
プ
・
引
っ
張

り
資
材
追
加
な
ど
、
破
損
し

や
す
い
箇
所
の
補
強
を
重
点

的
に
行
い
、
ハ
ウ
ス
全
体
の

強
靭
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ほ
場
が
水
に
浸
か
る
と
基
礎

部
分
が
抜
け
や
す
く
な
る
の

で
、
周
辺
の
排
水
対
策
を

行
っ
た
り
、
設
置
場
所
の
風

向
き
な
ど
を
考
慮
す
る
と
更

に
効
果
的
で
す
。

　
強
風
や
積
雪
中
の
作
業
は
大
変
危
険
な
の
で
、

身
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
早
め
の
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

①
手
頃
な
掛
金

　
一
般
ま
た
は
木
造
住
宅
に
１
，０
０
０
万
円
の
補

償
を
付
け
た
場
合
、
掛
金
は
８
，４
０
０
円
と
負
担

は
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

②
古
い
住
宅
も
新
品
価
格
ま
で
補
償

　
時
価
額
で
な
く
、
住
宅
を
再
建
す
る
の
に
必
要

な
価
額
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

③
支
払
い
が
早
い

　
火
災
が
起
こ
れ
ば
、
早
期
に
共
済
金
を
お
支
払

い
し
ま
す
。

音が鳴らない場合は？

ピーピ
ーピー

  火事で
す！

園芸施設共済へご加入のみなさまへ
事故発生時や被覆計画の変更等が生じる場合は、すぐにNOSAIへ連絡をお願いします。

情報収集
□ 最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックしていますか。
融雪準備
□ 暖房機の動作確認は完了していますか。
□ 燃油残量は十分にありますか。
補強対策・雪の滑落促進
□ 留め具などに緩みがありませんか。
□ 基礎部分や接続部分などに腐食やサビがありませんか。
□ 谷樋や排水路などのゴミや残雪は除去してありますか。
□ 被覆材表面に雪の滑落を妨げるようなものはありませんか。

降雪前のチェックリスト
チェックリストを参考に、損害防止に努めましょう。

点
検
は
確
実
に

無
理
せ
ず
逃
げ
る

消
防
へ
の
通
報

定期的に作動確認し、
音を聞きましょう！

積
雪
へ
の
対
策

ハ
ウ
ス
の
補
強

強
風
へ
の
対
策

火
災
警
報
器

点
検
で
き
て
い
ま
す
か

冬
将
軍
へ
の
備
え
〜
強
風・積
雪
対
策
編
〜

火
災
共
済

火
災
共
済
の
特
徴

園芸施設
共　済

建物共済

　
本
格
的
な
冬
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
強
風
や
積
雪
の

備
え
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
の
点
検
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。
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「野菜や米も地元食材
を使用しています」と
豊田さん

冬に一番人気の猪鍋。
ぼたん鍋やすき焼き、
しゃぶしゃぶなど食べ
方もいろいろ。

「食材は地元産を
使うようにしてい
ます。生産者と生
活者の懸け橋にな
れば」と佐藤さん

蔓の枝と和紙を
使い手作りのラン
プシェード

おすすめの
オムライス

人気メニューの
チキン南蛮

「ゲムリックは寒さに強く、育てやすいオリーブ」と
青山さん

季節の山菜、野菜を使用
した「天ぷらそば」

懐かしさを感じる店内

地元食材とジビエ料理 一大
益田市駅前町21-19
石見野ビル102号
☎（0856）32-9333
定休日／水曜日

お野菜キッチンLittle Alice
出雲市斐川町上直江1421-3
営業時間／午前１１時～午後６時３０分
☎（0853）31-4031
定休日／日曜日、月曜日

カフェマリンベル
松江市鹿島町佐陀宮内825-1
営業時間／午前9時～午後6時
☎ 070 -5673 -9685
定休日／火曜日

そば処 きたみち庵
邑智郡川本町川本577
営業時間／午前10時30分～
　　　　　（売切れ次第終了）
☎（0855）72-0016
定休日／水曜日

　
益
田
市
で
、
家
庭
で
食
べ
る
機
会

の
少
な
い
ジ
ビ
エ
（
イ
ノ
シ
シ
）
料

理
を
提
供
し
て
い
る
地
元
食
材
と
ジ

ビ
エ
料
理
の
お
店
「
一
大
（
い
ち
だ

い
）」。
近
隣
で
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ

の
肉
を
使
っ
た
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
が

人
気
で
す
。

　「
地
元
で
は
よ
く
イ
ノ
シ
シ
が
出

没
し
、
猪
肉
は
小
さ
い
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
だ
味
。
こ
の
お
い
し
さ
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
の
は

店
主
の
豊
田
一
大
（
も
と
き
）
さ
ん

（
33
）。

　
料
理
に
使
う
猪
肉
は
、
地
元
の
ジ

ビ
エ
専
門
の
精
肉
店
か
ら
鮮
度
の
良

い
肉
を
仕
入
れ
「
炭
火
焼
き
」
や
「
串

焼
き
」、「
ぼ
た
ん
鍋
」
な
ど
約
20
種

類
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
天
然
の
猪
肉
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
や

鉄
分
な
ど
を
豊
富
に
含
み
、
低
脂
肪
・

低
カ
ロ
リ
ー
。
豊
田
さ
ん
は「
鍋
と
熱

燗
が
お
い
し
い
時
期
、
ジ
ビ
エ
料
理

を
堪
能
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
出
雲
市
斐
川
町
の
佐
藤
真
理
さ
ん

（
37
）は
「
お
野
菜
キ
ッ
チ
ンLittle 

A
lice

」
で
地
元
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
、
体
に
や
さ
し
い
惣
菜
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ

ロ
の
資
格
を
持
つ
佐
藤
さ
ん
が
、
毎

日
手
作
り
し
た
惣
菜
は
全
部
で
９
品
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
限
定
の
お
弁
当
と
２

種
類
の
自
家
製
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
好

評
で
す
。

　
惣
菜
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
全
て

生
ク
リ
ー
ム
・
牛
乳
・
バ
タ
ー
不
使

用
で
「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
子
さ
ん
や

産
前
産
後
の
お
母
さ
ん
に
も
来
て
も

ら
い
た
い
」
と
佐
藤
さ
ん
。

　
食
べ
る
こ
と
が
楽
し
く
な
る
よ
う

に
、
ヘ
ル
シ
ー
だ
け
ど
、お
い
し
さ

を
一
番
に
考
え
て
い
る
と
話
す
佐
藤

さ
ん
は
、
レ
シ
ピ
本
も
出
版
し
て
い

て
「
こ
の
店
の
レ
シ
ピ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
の
味
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と

話
し
ま
す
。

　「
町
が
年
々
寂
し
く
な
っ
て
い
く

な
か
、
少
し
で
も
活
気
を
取
り
戻
し

た
か
っ
た
」
と
話
す
の
は
、
川
本
町

に
あ
る
「
そ
ば
処
　
き
た
み
ち
庵
」

の
山
口
嘉
夫
さ
ん
（
73
）。
元
々
そ

ば
好
き
だ
っ
た
山
口
さ
ん
が
、
近
隣

に
昼
食
を
食
べ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
店
が
で
き
な
い

か
と
そ
ば
屋
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　
毎
朝
打
つ
十
割
そ
ば
や
、
江
の
川

産
の
鮎
を
ベ
ー
ス
と
し
た
出
し
汁
を

使
っ
た
田
舎
そ
ば
が
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。

従
業
員
が
栽
培
し
た
季
節
の
野
菜
や
、

地
元
で
採
れ
た
山
菜
を
天
ぷ
ら
に
し

た
日
替
わ
り
定
食
も
お
す
す
め
で
す
。

　
従
業
員
の
川
平
真
由
美
さ
ん
は

「
田
舎
の
そ
ば
屋
が
き
た
み
ち
庵
の

コ
ン
セ
プ
ト
。
昔
懐
か
し
い
そ
ば
の

味
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　
今
の
時
期
は
川
辺
に
来
る
渡
り
鳥

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
。

　
佐
陀
川
沿
い
に
あ
る
青
い

外
観
が
目
を
引
く
「
カ
フ
ェ

マ
リ
ン
ベ
ル
」
で
は
カ
フ
ェ

の
ほ
か
、
オ
リ
ー
ブ
の
苗
木

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
内
装
・
外
装
と
も
に
マ
リ

ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
同
店
で

は
、
季
節
ご
と
に
変
わ
る
景

色
を
眺
め
な
が
ら
食
事
が
楽

し
め
ま
す
。

　「
忙
し
さ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
離
れ

て
、
の
ん
び
り
で
き
る
場
所
に
し
た

い
で
す
ね
」
と
話
す
店
長
の
青
山
ま

ゆ
み
さ
ん
。
地
元
の
人
だ
け
で
な
く
、

県
外
か
ら
も
お
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
日
本
へ
の
輸
入
は
初
め
て
の
試
み

と
な
る
ト
ル
コ
産
オ
リ
ー
ブ
「
ゲ
ム

リ
ッ
ク
」
の
苗
木
販
売
と
栽
培
を
行

う
青
山
さ
ん
は
、
普
及
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
寒
さ
に
強
く
、
簡

単
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
オ
リ
ー

ブ
は
、
結
婚
や
出
産
、
新
築
祝
い
な

ど
記
念
樹
に
最
適
で
す
。

Pick Up!  Local News しまね情報便
じょう　　 ほう　　 びんピックア

ップ
！

あっ
ち！ こっち！ そっち

！

 愛情
たっぷ

り

みんな
が笑顔

！

旬がいっ
ぱい！

　懐かし
の味

冬
は
イ
ノ
シ
シ
鍋
で
乾
杯

益
田
市

地
元
食
材
と
ジ
ビ
エ
料
理  

一
大

ここでしかあじわえない！

　出
雲
市

お
野
菜
キ
ッ
チ
ン Little A

lice

野
菜
た
っ
ぷ
り
手
作
り
惣
菜

カ
フ
ェ
と
オ
リ
ー
ブ
販
売

松
江
市

カ
フ
ェ
マ
リ
ン
ベ
ル

川
本
町 

　そ
ば
処 

き
た
み
ち
庵

昔
懐
か
し
い
そ
ば
の
味

お家でオリーブを育ててみよう！

お家でオリーブを育ててみよう！
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理
の
お
店
「
一
大
（
い
ち
だ

い
）」。
近
隣
で
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ

の
肉
を
使
っ
た
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
が

人
気
で
す
。

　「
地
元
で
は
よ
く
イ
ノ
シ
シ
が
出

没
し
、
猪
肉
は
小
さ
い
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
だ
味
。
こ
の
お
い
し
さ
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
の
は

店
主
の
豊
田
一
大
（
も
と
き
）
さ
ん

（
33
）。

　
料
理
に
使
う
猪
肉
は
、
地
元
の
ジ

ビ
エ
専
門
の
精
肉
店
か
ら
鮮
度
の
良

い
肉
を
仕
入
れ
「
炭
火
焼
き
」
や
「
串

焼
き
」、「
ぼ
た
ん
鍋
」
な
ど
約
20
種

類
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
天
然
の
猪
肉
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
や

鉄
分
な
ど
を
豊
富
に
含
み
、
低
脂
肪
・

低
カ
ロ
リ
ー
。
豊
田
さ
ん
は「
鍋
と
熱

燗
が
お
い
し
い
時
期
、
ジ
ビ
エ
料
理

を
堪
能
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
出
雲
市
斐
川
町
の
佐
藤
真
理
さ
ん

（
37
）は
「
お
野
菜
キ
ッ
チ
ンLittle 

A
lice

」
で
地
元
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
、
体
に
や
さ
し
い
惣
菜
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ

ロ
の
資
格
を
持
つ
佐
藤
さ
ん
が
、
毎

日
手
作
り
し
た
惣
菜
は
全
部
で
９
品
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
限
定
の
お
弁
当
と
２

種
類
の
自
家
製
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
好

評
で
す
。

　
惣
菜
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
全
て

生
ク
リ
ー
ム
・
牛
乳
・
バ
タ
ー
不
使

用
で
「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
子
さ
ん
や

産
前
産
後
の
お
母
さ
ん
に
も
来
て
も

ら
い
た
い
」
と
佐
藤
さ
ん
。

　
食
べ
る
こ
と
が
楽
し
く
な
る
よ
う

に
、
ヘ
ル
シ
ー
だ
け
ど
、お
い
し
さ

を
一
番
に
考
え
て
い
る
と
話
す
佐
藤

さ
ん
は
、
レ
シ
ピ
本
も
出
版
し
て
い

て
「
こ
の
店
の
レ
シ
ピ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
の
味
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と

話
し
ま
す
。

　「
町
が
年
々
寂
し
く
な
っ
て
い
く

な
か
、
少
し
で
も
活
気
を
取
り
戻
し

た
か
っ
た
」
と
話
す
の
は
、
川
本
町

に
あ
る
「
そ
ば
処
　
き
た
み
ち
庵
」

の
山
口
嘉
夫
さ
ん
（
73
）。
元
々
そ

ば
好
き
だ
っ
た
山
口
さ
ん
が
、
近
隣

に
昼
食
を
食
べ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
店
が
で
き
な
い

か
と
そ
ば
屋
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　
毎
朝
打
つ
十
割
そ
ば
や
、
江
の
川

産
の
鮎
を
ベ
ー
ス
と
し
た
出
し
汁
を

使
っ
た
田
舎
そ
ば
が
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。

従
業
員
が
栽
培
し
た
季
節
の
野
菜
や
、

地
元
で
採
れ
た
山
菜
を
天
ぷ
ら
に
し

た
日
替
わ
り
定
食
も
お
す
す
め
で
す
。

　
従
業
員
の
川
平
真
由
美
さ
ん
は

「
田
舎
の
そ
ば
屋
が
き
た
み
ち
庵
の

コ
ン
セ
プ
ト
。
昔
懐
か
し
い
そ
ば
の

味
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　
今
の
時
期
は
川
辺
に
来
る
渡
り
鳥

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
。

　
佐
陀
川
沿
い
に
あ
る
青
い

外
観
が
目
を
引
く
「
カ
フ
ェ

マ
リ
ン
ベ
ル
」
で
は
カ
フ
ェ

の
ほ
か
、
オ
リ
ー
ブ
の
苗
木

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
内
装
・
外
装
と
も
に
マ
リ

ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
同
店
で

は
、
季
節
ご
と
に
変
わ
る
景

色
を
眺
め
な
が
ら
食
事
が
楽

し
め
ま
す
。

　「
忙
し
さ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
離
れ

て
、
の
ん
び
り
で
き
る
場
所
に
し
た

い
で
す
ね
」
と
話
す
店
長
の
青
山
ま

ゆ
み
さ
ん
。
地
元
の
人
だ
け
で
な
く
、

県
外
か
ら
も
お
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
日
本
へ
の
輸
入
は
初
め
て
の
試
み

と
な
る
ト
ル
コ
産
オ
リ
ー
ブ
「
ゲ
ム

リ
ッ
ク
」
の
苗
木
販
売
と
栽
培
を
行

う
青
山
さ
ん
は
、
普
及
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
寒
さ
に
強
く
、
簡

単
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
オ
リ
ー

ブ
は
、
結
婚
や
出
産
、
新
築
祝
い
な

ど
記
念
樹
に
最
適
で
す
。

Pick Up!  Local News しまね情報便
じょう　　 ほう　　 びんピックア

ップ
！

あっ
ち！ こっち！ そっち

！

 愛情
たっぷ

り

みんな
が笑顔

！

旬がいっ
ぱい！

　懐かし
の味

冬
は
イ
ノ
シ
シ
鍋
で
乾
杯

益
田
市

地
元
食
材
と
ジ
ビ
エ
料
理  

一
大

ここでしかあじわえない！

　出
雲
市

お
野
菜
キ
ッ
チ
ン Little A

lice

野
菜
た
っ
ぷ
り
手
作
り
惣
菜

カ
フ
ェ
と
オ
リ
ー
ブ
販
売

松
江
市

カ
フ
ェ
マ
リ
ン
ベ
ル

川
本
町 

　そ
ば
処 

き
た
み
ち
庵

昔
懐
か
し
い
そ
ば
の
味

お家でオリーブを育ててみよう！

お家でオリーブを育ててみよう！
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全国健康保険協会島根支部 保健グループ　管理栄養士　石橋 裕佳

　空気が乾燥すると、多くの風邪やインフルエンザの原因となるウイルスが浮遊
しやすくなって、吸い込みやすくなってしまうんだ。だから、加湿が大切。室内に湿
度計を置いて、湿度５０～６０％を保つようにしよう。加湿器を使ったり、濡れタオ
ルや洗濯物を部屋に干したりすると良いよ。喉の粘膜は、乾燥すると炎症を起こ
しやすいから、こまめに水分補給をして、喉を潤すのもおすすめだよ。

　今年も寒い冬がやってきたね。私は毎年風邪をひいてしまうの。今年こそ、風邪をひかずに、
元気に春を迎えたい！手洗いうがいや手の消毒は徹底しないといけないよね。
ほかにも風邪をひかない秘訣があるのかな・・・。教えて！しまめちゃん！

乾燥するのが良くないって聞くけど・・・？Q.

　体の自己防衛システム「免疫力」が高ければ、体内にウイルスが入っても、発症を
防げるんだ。免疫力を高めるには、バランスのとれた食事、適度な運動、良質な睡眠
が大切。反対に、ストレスや睡眠不足、疲労、栄養不足（偏食）、飲酒や喫煙などは、免
疫力を低下させてしまうから、注意しよう。

風邪に負けない体をつくるにはどうしたら良いの？Q.

　風邪予防の強い味方・・・それは、「ビタミンA・C・E（エース）」！
★ビタミンAは、鼻や喉、肺などの粘膜を強化して、ウイルスの侵入を防いでくれるよ。
（ホウレン草、カボチャ、ニンジンなどの緑黄色野菜、レバー、ウナギなど）
★ビタミンCは、免疫力を高める働きが強いんだ。不足すると、風邪をひきやすくなったり、治り
が遅くなるよ。水溶性ビタミンで、摂りすぎた分は尿に排出されてしまうから、毎食しっかり摂ろ
う。（キウイ、柑橘類、野菜や芋類など）
★ビタミンEは、体の酸化を防ぎ、血管を保護してくれるよ。血行を良くして、冷え性や、しもやけ
なども予防してくれるんだ。（アボカド、魚卵、ナッツ類、オリーブオイルなど）
ビタミンA・C・E（エース）は単独で摂るよりも、一緒に摂ることで、相乗効果を得られるよ！
この冬は、ビタミンエースで風邪を予防しよう！

おすすめの食べ物を教えて！Q.

　中
央
ア
メ
リ
カ
原
産
の
弁
慶
草

科
セ
ダ
ム
属
の
多
肉
植
物
で
す
。 

　日
本
で
も
古
く
か
ら
栽
培
さ

れ
、晩
秋
か
ら
の
紅
葉
期
に
は

ぷ
っ
く
り
し
た
葉
先
が
赤
く
染
ま

る
こ
と
か
ら
素
敵
な
和
名
が
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

暑
さ
寒
さ
に
も

比
較
的
強
く
、と
て
も
育
て
や
す

い
植
物
で
長
く
育
て
る
と
枝
分
か

れ
し
な
が
ら
低
木
状
に
育
ち
ま

す
。挿
し
木
で
容
易
に
殖
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

飯
塚
農
園
代
表

　飯
塚
広
光

☎
0
9
0

-

1
3
5
5

-

0
6
9
3

出
雲
市

弁
慶
草
科
セ
ダ
ム
属 

※（　）内は、それぞれの栄養素を多く含む食品。
　ビタミンA・E（脂溶性ビタミン）は、体内に蓄積されると過剰症を引き起こすおそれがあります。　
　サプリメント等の使用による摂りすぎには注意が必要です。

A・C・E
（エース）

風邪をひかない秘訣
今年こそ

協会けんぽ島根支部キャラクター
しまめちゃん

  おしえて！
しまめちゃん

ちょこっ
と、

多肉植
物『

乙
女
心
』

12

■1  従業員の都合に配慮したシフトで、
　 働きやすい職場環境に配慮する。
■2  「適度に酸味があり、子どもからお年寄りま
で食べやすい」

■3  「家族の団らんに、ぜひミニトマトを
　 食べてもらいたい」と玉木さん。
■4  4 品種のトマトを栽培する。

1
2

34

　
出
雲
市
斐
川
町
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
野
菜
・

花
苗
の
栽
培
を
行
う
玉
木
農
園
の
玉
木
真

二
代
表
（
35
）
は
、
５
年
前
に
父
親
か
ら
引

き
継
い
だ
農
業
を
軌
道
に
乗
せ
、
主
力
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
視
野
に
奮

闘
中
で
す
。

　
栽
培
す
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、Ｃ
Ｆ
千
果
、

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
、
ア
イ
コ
、
イ
エ
ロ
ー
ア

イ
コ
の
４
品
種
で
、
10
㌃
当
た
り
３
㌧
を

収
穫
し
年
間
の
出
荷
量
は
16
㌧
。
甘
味
と

酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　「
ま
だ
父
の
頃
に
は
追
い
つ
け
な
い
が
、

収
穫
量
も
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
玉
木
さ
ん
。
斐
川
町
産
の
ミ
ニ
ト

マ
ト
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド
「
ひ

か
わ
の
恵
み
」
と
し
て
、
県
内
外
の
ス
ー

パ
ー
で
販
売
す
る
ほ
か
学
校
給
食
に
も
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
玉
木
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
自
分
で

収
穫
し
て
食
べ
る
と
い
う
体
験
を
し
て
ほ

し
い
」
と
食
育
活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。

近
く
の
保
育
園
か
ら
園
児
を
招
い
て
収
穫

体
験
や
中
学
生
の
職
場
体
験
の
受
け
入
れ

な
ど
、
食
育
を
通
じ
た
地
域
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
か
ら
「
い
つ
も
買
っ
て
い
る
よ
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
励
み
だ
と
い
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
最
新
の
情
報
技
術
な
ど
を
利

用
し
て
温
湿
度
管
理
や
作
業
の
効
率
化
を

す
す
め
、
法
人
化
や
雇
用
就
農
の
受
け
皿

と
し
て
新
規
就
農
者
の
雇
用
も
考
え
て
い

き
た
い
と
話
し
ま
す
。

出
雲
市  

玉
木 
真
二
さ
ん

ミ
ニ
ト
マ
ト

しまねの農業人
Vol.8

ガン
バレ
！

農
業
で
地
域
貢
献

地
元
で
愛
さ
れ
る

ミ
ニ
ト
マ
ト

農
業
で
地
域
貢
献

地
元
で
愛
さ
れ
る

ミ
ニ
ト
マ
ト
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全国健康保険協会島根支部 保健グループ　管理栄養士　石橋 裕佳
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女
心
』
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■1  従業員の都合に配慮したシフトで、
　 働きやすい職場環境に配慮する。
■2  「適度に酸味があり、子どもからお年寄りま
で食べやすい」

■3  「家族の団らんに、ぜひミニトマトを
　 食べてもらいたい」と玉木さん。
■4  4 品種のトマトを栽培する。

1
2

34

　
出
雲
市
斐
川
町
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
野
菜
・

花
苗
の
栽
培
を
行
う
玉
木
農
園
の
玉
木
真

二
代
表
（
35
）
は
、
５
年
前
に
父
親
か
ら
引

き
継
い
だ
農
業
を
軌
道
に
乗
せ
、
主
力
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
視
野
に
奮

闘
中
で
す
。

　
栽
培
す
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、Ｃ
Ｆ
千
果
、

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
、
ア
イ
コ
、
イ
エ
ロ
ー
ア

イ
コ
の
４
品
種
で
、
10
㌃
当
た
り
３
㌧
を

収
穫
し
年
間
の
出
荷
量
は
16
㌧
。
甘
味
と

酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　「
ま
だ
父
の
頃
に
は
追
い
つ
け
な
い
が
、

収
穫
量
も
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
玉
木
さ
ん
。
斐
川
町
産
の
ミ
ニ
ト

マ
ト
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド
「
ひ

か
わ
の
恵
み
」
と
し
て
、
県
内
外
の
ス
ー

パ
ー
で
販
売
す
る
ほ
か
学
校
給
食
に
も
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
玉
木
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
自
分
で

収
穫
し
て
食
べ
る
と
い
う
体
験
を
し
て
ほ

し
い
」
と
食
育
活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。

近
く
の
保
育
園
か
ら
園
児
を
招
い
て
収
穫

体
験
や
中
学
生
の
職
場
体
験
の
受
け
入
れ

な
ど
、
食
育
を
通
じ
た
地
域
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
か
ら
「
い
つ
も
買
っ
て
い
る
よ
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
励
み
だ
と
い
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
最
新
の
情
報
技
術
な
ど
を
利

用
し
て
温
湿
度
管
理
や
作
業
の
効
率
化
を

す
す
め
、
法
人
化
や
雇
用
就
農
の
受
け
皿

と
し
て
新
規
就
農
者
の
雇
用
も
考
え
て
い

き
た
い
と
話
し
ま
す
。

出
雲
市  

玉
木 

真
二
さ
ん

ミ
ニ
ト
マ
ト

しまねの農業人
Vol.8

ガン
バレ
！

農
業
で
地
域
貢
献

地
元
で
愛
さ
れ
る

ミ
ニ
ト
マ
ト

農
業
で
地
域
貢
献

地
元
で
愛
さ
れ
る

ミ
ニ
ト
マ
ト
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島根県消費者センターです！

ご相談は 消費者ホットライン☎

１８８局番なしの
泣き寝入りは　いやや

当センターは、消費生活の様々なトラブル
を解決するためのお手伝いをしています。

作：柏屋コッコ

『お試し価格だから頼んだのに』の巻
ネット通販で意図せず定期購入に

中国自
動車道

中国自
動車道

高津川高津川

むいかいち温泉
ゆ・ら・ら
むいかいち温泉
ゆ・ら・ら

ヴァンベールの森ヴァンベールの森

新宮神社新宮神社

六日市IC六日市IC

六日市病院六日市病院

沢田太鼓店沢田太鼓店

●

● ●

187

187

おたよ
広場
り

ひろば

Min
i

NOS
AI

1  月号クイズ

名前の由来は、神話の生き物「八久呂（やくろ）鹿」にちなむ

「これか
らの季節

は町内で
栽培され

た

  シクラメ
ンがおす

すめです
」と

　　　ス
タッフの

秀浦里恵
さん

わ
っ
コ
ラ
ー
ゲ
ン
サ
プ
リ

１
ヶ
月
分
が
500
円

し
か
も
送
料
無
料
！

試
し
て
み
よ
う

は
や
〜
い
(^o^)

１
ヶ
月
分
だ
け

飲
も
う
！

え
っ
お
試
し
分
の
他
に

翌
月
分
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

見
落
と
し
の
こ
と
も
あ
る
し

中
に
は
意
図
的
に

わ
か
り
に
く
く
し
て
あ
る

問
題
の
あ
る
サ
イ
ト
も
。

困
っ
た
ら
消
費
者

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を あ

れ
っ

お
試
し
の

画
面
が

見
当
た
ら
な
い

お支払い請
求

6500 円

500
円
ポ
ッ
キ
リ
じ
ゃ

な
い
の

初回お試
し

500 円！

コラーゲ
ン

サプリ
1ヶ月

加入者負担
（1割)

保険給付
(9割)

初診料を含む診療費

現 行

初診料

加入者負担
（1,500円) 保険給付

初診料以外の診療費

令和2年1月引受分から

【9月号クイズの答え】・・・「54名」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

Fax （０８５３）２１-１６１９
Eメール  shimane@nosai-shimane.jp

693-0004 答え

住所

氏名　　年齢

電話番号

NOSAIや広報紙
への意見や感想

出
雲
市
渡
橋
町
7
4
8
‐
1

宛
先
面

通
信
面

N
O
S
A
I
島
根

「
N
O
S
A
I
ク
イ
ズ
」係

ハガキに答えと住所、氏名、年齢、電話番号、NOSAIや
広報紙への意見や感想などを書いてご応募ください。
正解者の中から、抽選で20名の方に2,000円分の図書
カードを進呈いたします。

＊イラストやキャラクターのクマは可愛らしいものが多
いですが、現実のクマは怖い！！！ですね。
　（出雲市　Kさん）
＊U・I ターンし、慣れない農業をするのは大変だと思

います。周囲の支援が必要ですね。（大田市　Sさん）
＊元気の源は食生活から。女房にナスのチーズ丼を作ってもらいた
いな。（邑南町　Uさん）
＊エッ！今月の広報いつもと違う。まさかこれがクイズの答えだった
とは。楽しく読んでいます。（美郷町　Fさん）
＊U・I ターン就農者への手厚い施策を続けて、新規就農者を増やし
てほしいです。（隠岐の島町　Hさん）

応募締切：令和2年1月31日（当日消印有効）

　
中
国
自
動
車
道
六
日
市
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
降
り
て
す
ぐ
の
道
の
駅

「
む
い
か
い
ち
温
泉
」
内
に
併
設
す
る

産
直
・
物
産
館
「
や
く
ろ
」
で
は
、
旬

な
野
菜
を
中
心
に
花
や
加
工
品
な
ど
町

内
の
農
家
が
生
産
し
た
地
元
農
産
品
を

多
数
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
人
気
な
の
が
、
毎
月
５
の
付

く
日
の
「
バ
ケ
ツ
た
ま
ご
」
で
す
。
３

Ｌ
サ
イ
ズ
の
卵
40
個
を
バ
ケ
ツ
に
詰
め

て
販
売
し
ま
す
。
た
ま
ご
の
日
に
は
朝

か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
「
や
わ
ら
か
あ
げ
」
や
お
米

の
加
工
品
が
充
実
。
週
末
に
は
、
広
島

や
山
口
方
面
か
ら
の
行
楽
客
で
賑
わ
い

ま
す
。

　
２
０
０
５
年
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部

長
を
し
て
い
ま
す
。

　
歌
が
好
き
で
川
本
町
の
コ
ー
ラ
ス

部
「
コ
ー
ラ
ス
歌
音
（
か
の
ん
）」

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
川
本
町
音
楽
芸
能
祭
に
は

仲
間
と
出
場
し
た
り
、
地
元
の
公
民

館
で
月
２
回
、
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
に

参
加
し
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
て
い

ま
す
。
い
つ
も
新
し
い
曲
を
歌
う
よ

う
心
が
け
て
い
て
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
２
５
０
曲
を
超
え
ま
し
た
。

　
趣
味
を
持
つ
と
毎
日
の
生
活
が
一

段
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
な
が
ら
色
々
な
曲
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
７
年
前
、
飯
梨
小
学
校
の
児
童
と

ひ
ょ
う
た
ん
を
作
り
、
絵
付
け
を
し

た
の
が
は
じ
ま
り
で
し
た
。
一
番
の

お
気
に
入
り
は
、
最
初
に
作
っ
た
鶴

の
ひ
ょ
う
た
ん
で
す
ね
。

　
も
と
も
と
絵
を
描
く
の
が
得
意
で

し
た
が
、
ひ
ょ
う
た
ん
に
絵
を
付
け

る
の
は
紙
と
違
い
色
が
乗
ら
ず
厚
く

塗
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
淡
い

表
現
が
し
に
く
い
の
が
難
点
で
す
。

　
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
か
ら
始
ま
っ
た

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
は
、

門
松
作
り
や
う
ど
ん
打
ち
な
ど
絶
や

さ
ず
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

趣
味
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

「
新
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
趣
味
を
通
じ
て

  
児
童
と
交
流
」

火災の煙や熱を感知して音声やブザー音で警
報する機器の名前は？

答え. ○○○○○

応募方法

　
水
稲
、
麦
、
ぶ
ど
う
共
済
金
を
お

支
払
い
し
ま
し
た
。

水
稲
共
済
金
6
3,
9
5
0,
1
8
5
円

  

（
支
払
日
　
令
和
元
年
12
月
20
日
）

麦
共
済
金  

1,
1
2
8,
3
7
0
円

  

（
支
払
日
　
令
和
元
年
11
月
1
日
）

ぶ
ど
う
共
済
金
2,
7
0
8,
9
3
0
円

  

（
支
払
日
　
令
和
元
年
12
月
20
日
）

　
収
入
保
険
加
入
期
間
中
に
面
積

や
作
物
な
ど
栽
培
計
画
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
や
、
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
は
速
や
か
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
12
月
3
日
に
東
京
都
メ

ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
全

国
N
O
S
A
I
大
会
に
お
い
て
、
農

業
共
済
事
業
の
運
営
と
進
展
に
顕
著

な
功
績
を
あ
げ
た
農
業
共
済
関
係
者

に
対
し
て
功
績
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
1
号
表
彰

　
安
達
義
人（
松
江
市
）

　
佐
伯
徳
明（
奥
出
雲
町
）

　
金
﨑
和
人（
浜
田
市
）

第
2
号
表
彰

　
三
浦
博
文（
浜
田
市
）　（
敬
称
略
）

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
共
済
掛
金

等
を
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
に

は
、
所
定
の
口
座
振
替
依
頼
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
病
傷
事
故
に
つ
い
て
は
、
初

診
料
は
加
入
者
負
担
で
、
初
診
料
以
外
の
診

療
費
を
限
度
額
ま
で
補
償
す
る
仕
組
み
で
し

た
が
、
令
和
２
年
１
月
以
降
の
共
済
責
任
開

始
か
ら
は
初
診
料
を
含
め
た
診
療
費
全
体
の

１
割
が
加
入
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

T O P I C SI N F O R M A T I O N

組合員さ～ん
ひとこと
くださ～い！

道
の
駅
む
い
か
い
ち
温
泉

産
直
・
物
産
館
「
や
く
ろ
」

鹿
足
郡
吉
賀
町
有
飯
２
２
５-

２

営
業
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎
０
８
５
６‐

77‐

３
０
４
０

店
休
日
／
毎
月
第
２
水
曜
日

  やまさき　   しげる

山崎　茂さん
安来市神庭町

飯梨地区任意推進協議会長・
ＮＯＳＡＩ部長・水稲損害評価員

76歳

はやし　  けん いち

林　憲一さん
邑智郡川本町

ＮＯＳＡＩ部長
71歳

ぶ らり

歩
散
さ
ん
ぽ

さん
　ちょく

家
畜
共
済
診
療
費
に
つ
い
て

▼
収
入
保
険
に
ご
加
入
の

　
み
な
さ
ま
へ

▼
令
和
元
年
度

　
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

▼
共
済
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

▼
掛
金
は
口
座
振
替
で

2020.1月

お せら
NOSAI からの

15 14



島根県消費者センターです！
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に
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＊元気の源は食生活から。女房にナスのチーズ丼を作ってもらいた
いな。（邑南町　Uさん）
＊エッ！今月の広報いつもと違う。まさかこれがクイズの答えだった
とは。楽しく読んでいます。（美郷町　Fさん）
＊U・I ターン就農者への手厚い施策を続けて、新規就農者を増やし
てほしいです。（隠岐の島町　Hさん）

応募締切：令和2年1月31日（当日消印有効）

　
中
国
自
動
車
道
六
日
市
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
降
り
て
す
ぐ
の
道
の
駅

「
む
い
か
い
ち
温
泉
」
内
に
併
設
す
る

産
直
・
物
産
館
「
や
く
ろ
」
で
は
、
旬

な
野
菜
を
中
心
に
花
や
加
工
品
な
ど
町

内
の
農
家
が
生
産
し
た
地
元
農
産
品
を

多
数
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
人
気
な
の
が
、
毎
月
５
の
付

く
日
の
「
バ
ケ
ツ
た
ま
ご
」
で
す
。
３

Ｌ
サ
イ
ズ
の
卵
40
個
を
バ
ケ
ツ
に
詰
め

て
販
売
し
ま
す
。
た
ま
ご
の
日
に
は
朝

か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
「
や
わ
ら
か
あ
げ
」
や
お
米

の
加
工
品
が
充
実
。
週
末
に
は
、
広
島

や
山
口
方
面
か
ら
の
行
楽
客
で
賑
わ
い

ま
す
。

　
２
０
０
５
年
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部

長
を
し
て
い
ま
す
。

　
歌
が
好
き
で
川
本
町
の
コ
ー
ラ
ス

部
「
コ
ー
ラ
ス
歌
音
（
か
の
ん
）」

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
川
本
町
音
楽
芸
能
祭
に
は

仲
間
と
出
場
し
た
り
、
地
元
の
公
民

館
で
月
２
回
、
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
に

参
加
し
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
て
い

ま
す
。
い
つ
も
新
し
い
曲
を
歌
う
よ

う
心
が
け
て
い
て
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
２
５
０
曲
を
超
え
ま
し
た
。

　
趣
味
を
持
つ
と
毎
日
の
生
活
が
一

段
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
な
が
ら
色
々
な
曲
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
７
年
前
、
飯
梨
小
学
校
の
児
童
と

ひ
ょ
う
た
ん
を
作
り
、
絵
付
け
を
し

た
の
が
は
じ
ま
り
で
し
た
。
一
番
の

お
気
に
入
り
は
、
最
初
に
作
っ
た
鶴

の
ひ
ょ
う
た
ん
で
す
ね
。

　
も
と
も
と
絵
を
描
く
の
が
得
意
で

し
た
が
、
ひ
ょ
う
た
ん
に
絵
を
付
け

る
の
は
紙
と
違
い
色
が
乗
ら
ず
厚
く

塗
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
淡
い

表
現
が
し
に
く
い
の
が
難
点
で
す
。

　
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
か
ら
始
ま
っ
た

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
は
、

門
松
作
り
や
う
ど
ん
打
ち
な
ど
絶
や

さ
ず
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

趣
味
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

「
新
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
趣
味
を
通
じ
て

  

児
童
と
交
流
」

火災の煙や熱を感知して音声やブザー音で警
報する機器の名前は？

答え. ○○○○○

応募方法

　
水
稲
、
麦
、
ぶ
ど
う
共
済
金
を
お

支
払
い
し
ま
し
た
。

水
稲
共
済
金
6
3,
9
5
0,
1
8
5
円

  

（
支
払
日
　
令
和
元
年
12
月
20
日
）

麦
共
済
金  

1,
1
2
8,
3
7
0
円

  

（
支
払
日
　
令
和
元
年
11
月
1
日
）

ぶ
ど
う
共
済
金
2,
7
0
8,
9
3
0
円

  

（
支
払
日
　
令
和
元
年
12
月
20
日
）

　
収
入
保
険
加
入
期
間
中
に
面
積

や
作
物
な
ど
栽
培
計
画
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
や
、
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
は
速
や
か
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
12
月
3
日
に
東
京
都
メ

ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
全

国
N
O
S
A
I
大
会
に
お
い
て
、
農

業
共
済
事
業
の
運
営
と
進
展
に
顕
著

な
功
績
を
あ
げ
た
農
業
共
済
関
係
者

に
対
し
て
功
績
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
1
号
表
彰

　
安
達
義
人（
松
江
市
）

　
佐
伯
徳
明（
奥
出
雲
町
）

　
金
﨑
和
人（
浜
田
市
）

第
2
号
表
彰

　
三
浦
博
文（
浜
田
市
）　（
敬
称
略
）

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
共
済
掛
金

等
を
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
に

は
、
所
定
の
口
座
振
替
依
頼
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
病
傷
事
故
に
つ
い
て
は
、
初

診
料
は
加
入
者
負
担
で
、
初
診
料
以
外
の
診

療
費
を
限
度
額
ま
で
補
償
す
る
仕
組
み
で
し

た
が
、
令
和
２
年
１
月
以
降
の
共
済
責
任
開

始
か
ら
は
初
診
料
を
含
め
た
診
療
費
全
体
の

１
割
が
加
入
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

T O P I C SI N F O R M A T I O N

組合員さ～ん
ひとこと
くださ～い！

道
の
駅
む
い
か
い
ち
温
泉

産
直
・
物
産
館
「
や
く
ろ
」

鹿
足
郡
吉
賀
町
有
飯
２
２
５-

２

営
業
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎
０
８
５
６‐

77‐

３
０
４
０

店
休
日
／
毎
月
第
２
水
曜
日

  やまさき　   しげる

山崎　茂さん
安来市神庭町

飯梨地区任意推進協議会長・
ＮＯＳＡＩ部長・水稲損害評価員

76歳

はやし　  けん いち

林　憲一さん
邑智郡川本町

ＮＯＳＡＩ部長
71歳

ぶ らり

歩
散
さ
ん
ぽ

さん
　ちょく

家
畜
共
済
診
療
費
に
つ
い
て

▼
収
入
保
険
に
ご
加
入
の

　
み
な
さ
ま
へ

▼
令
和
元
年
度

　
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

▼
共
済
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

▼
掛
金
は
口
座
振
替
で

2020.1月

お せら
NOSAI からの
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〒693-0004 出雲市渡橋町748番地1
TEL（0853）22-1478
FAX（0853）21-1619

本 所／出雲支所

本所／各支所

各事務所

〒699-0109 松江市東出雲町錦浜474番地3
TEL（0852）52-6727
FAX（0852）52-5380

東部支所

〒694-0064 大田市大田町大田イ652番地5
TEL（0854）82-0656
FAX（0854）82-0898

石見支所

〒698-0003 益田市乙吉町イ598番地1
TEL（0856）23-1950
FAX（0856）23-1927

石西支所

〒685-0104 隠岐郡隠岐の島町都万2016番地
TEL（08512）6-9152
FAX（08512）6-3330

隠岐事務所

〒690-2404 雲南市三刀屋町三刀屋110番1
TEL（0854）45-3635
FAX（0854）45-3673

雲南事務所

〒699-1822 仁多郡奥出雲町下横田277番地1
TEL（0854）52-2470
FAX（0854）52-2428

仁多郡事務所

〒696-0101 邑智郡邑南町井原1286番地5
TEL（0855）95-1034
FAX（0855）95-1035

邑智事務所

〒697-0006 浜田市下府町350番地7
TEL（0855）22-1622
FAX（0855）22-3857

浜田事務所

作り方

材 料（4人分）

❶大根、人参はいちょう切り、里芋は1㎝厚さの輪切り、ゴボウは

斜め切りにし2～3分水にさらす。

❷しめじは小房に分け、鶏むね肉はそぎ切りにする。

❸さやいんげんは茹でて3㎝に切る。

❹❶の根菜をサラダ油でいためAを入れて煮立ったら❷を加え

てあくを取り、Bを入れて1５分ぐらい煮る。❸を加えてひと煮

する。

作り方作り方

材 料（4人分）

❶切り干し大根はたっぷりの水で戻し、水気を
きっておく。

❷人参、しいたけは千切り、ちくわは斜め薄切り、
小松菜は3㎝に切る。

❸フライパンにサラダ油を熱し、❶、❷を入れて炒
める。

❹牛乳、だしの素、しょうゆ、塩を加え水分がなく
なるまで煮詰める。

◎根菜に鶏肉を加えて旨味を出

し、カレー粉で味にメリハリが

つき、スパイスを上手に使って

塩分を控えましょう。むね肉は

ヘルシーでおいしいですよ。

◎切り干し大根はカルシウムが

豊富な食材です。牛乳で煮る

ことでまろやかな味になりま

す。常備菜として買い置きして

おきましょう。

・・・・・・・・・・・・・・・・150ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・70ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・80ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・60ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・60ｇ
・・・・・・・・・・・・100ｇ
・・・・・・・・・・・大さじ1

大根
人参
里芋
ゴボウ
しめじ
鶏むね肉
サラダ油

・・・・・・・・・40ｇ
　

・・・・・・・・・・・400ｍｌ
・・・1/2個

　
・・・・・・小さじ2
・・・小さじ4

・・・・・・・・・・小さじ1/3

さやいんげん
　
　　水
　　コンソメ（固形）
　
　　カレー粉
　　トマトケチャップ
　　塩

・・・40g

・・・・・・・・・20g

・・・・・・2個

・・・・・・・・2本

・・・・・・・30g

切り干し大根

人参

しいたけ

ちくわ

小松菜

・・・小さじ1

・・・・・・2カップ

・・・小さじ1

・・・小さじ２

・・・・・・・・・・・少々

サラダ油

牛乳

だしの素

しょうゆ

塩

監修

A

B

集落ぐる
みで

特集

対策
編集発行／島根県農業共済組合

発　　行／令和2年 1月（No.9）

http://www.nosai-shimane.jp/

mail:shimane@nosai-shimane.jp

お問い合わせ・ご相談は

最寄りの各支所・事務所まで

お気軽にご連絡ください。

根
菜
の

カ
レ
ー
煮

切
り
干
し
大
根
の
ミ
ル
ク
煮

島根県食生活改善推進協議会
会長　宮本 美保子さん
　健康づくりのアドバイザーとし
て、バランス食の普及や企業を
訪問しての食育教室を通じて食
から人を元気にする活動を行
う。また、郷土料理スペシャリス
トの資格を持ち食文化の継承と
地産地消にも取り組んでいる。

　今回は 根菜の簡単メ

ニューを紹介します。

　根菜は秋から冬にかけて

おいしくなっていく野菜です。

　ビタミンｃ、カリウム、

食物繊維などの栄養素が

多く含まれており体を温め

てくれますので、風邪予防

にも繋がります。

　しっかり食べて寒い冬を

元気で乗り切りましょう！！

うれし
い

もう一
品！

元気の源は食生活から

野菜たぷりっ
やさい

塩ちぴりっょ
しお

Vol.3
お手軽 時短レシピ2 0 2 0 . 1 月

No.9

新春号

女性ハンター
森脇　香奈江さん　（松江市）
狩猟とイノシシ肉の加工を通じて獣害対策に
取り組む。

（関連記事：5ページ）


